Search for the standard model higgs boson in the WH→lvbˉb channel in 1.96-TeV proton-antiproton collisions by 永井 義一 & Nagai Yoshikazu
Search for the standard model higgs boson in
the WH→lvb?b channel in 1.96-TeV
proton-antiproton collisions
著者 永井 義一
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of



































学 位 の 種 類 博　　士（理　　学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　5262　号
学位授与年月日 平成 22 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 数理物質科学研究科
学位論文題目 Search for the Standard Model Higgs Boson in the WH → 1 ν b b 
Channel in 1.96-TeV Proton-Antiproton Collisions
（重心系エネルギー 1.96 TeVの陽子・反陽子衝突におけるWH→ lvbb過程の
ヒッグス粒子探索）
主　査 筑波大学教授 博士（理学） 受　川　史　彦
副　査 筑波大学教授 理学博士 金　　　信　弘
副　査 筑波大学准教授 博士（理学） 江　角　晋　一
副　査 筑波大学講師 博士（理学） 武　内　勇　司














　2009 年 3月までに収集された 4.3 fb–1 相当の CDF実験のデータを用いた探索は、背景事象から期待される
ものと矛盾せず、ヒッグス粒子生成の明確な証拠は見られなかった。したがって、ヒッグス粒子のWボソ
ンとの随伴生成の断面積に上限を設定した。質量範囲 115 GeV/c2 から 150GeV/c2 において、生成断面積の上
限値は 0.72 pbから 0.46 pbである。これは、標準理論の予言値の 5.3 倍から 38倍である。期待される感度（上
限値）は 4.0 倍から 34 倍であり、統計的揺らぎと矛盾しない。










　フェルミ研究所では CDF実験に加えて D0 実験が同時にデータを取得中で、ヒッグス粒子に関しても同様
の解析を行っている。低質量領域では本論文に述べられている方法が最も感度が高いが、他にもさまざまな
終状態を用いて探索が行われている。2つの実験の結果を総合すると、感度はほぼ 2倍となり、質量 115 
GeV/c2 において上限値（標準理論に対する比）は期待値 1.78 に対して実測値 2.70 を得た。また、質量範囲
163 GeV/c2 から 166 GeV/c2 においては比 1を下回っており、その領域での標準理論ヒッグス粒子は棄却され
た。今後、これまでの 2倍程度のデータ量と、解析方法の向上により、棄却領域の拡大あるいは存在の証拠
を示すことが期待される。
　輪文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するも
のと認める。
